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C －41　ポ ケット の位置に 関する実験的考察
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目的　 衣服の ポケットは、物を出し 入れしやすい 位置につけら れてい ることが望ま

れる。 本研究では、腰 部ポケットのポケットロ の位置に焦点をあ て、官能 検査 法を 用

い て着用実験を 行い、機能的なポケットについ て検討を試 みた。

方 法　 着用実験 の要因とし て、「 ポ ケットロ の位置 」と「 ポケットロ の角 度 」の２

項目をとり上げ た。「 ポケットロの位置 」は 次のように設定した。　まず、各 被検`者が

実験服を着用し 、立位正 常姿 勢におい て、体幹部を動 かさない ようにし て右上 肢の運

動を 行い 、右中指先端の軌跡を実験服に記録 した。 次に、この軌跡の範囲を、た て方

向に５つ、よこ方 向に２つに区切り、 それぞれの線の交点10 ヵ所を ポケ､ツトロの位置

とした。 被検者は若い 婦人 ４名、実 験服は原型に 近い ワンピー スドレ スであ る。　ポケ

ット の使い やすさの判定は、立 位におい て ハンカチの出し入れのしやす さに よった。

デー タの解析は 累積法に よった。

結果　 主な結果は次のようであ る。

1) ポ ケット の使い やすさは 、位置に よる影響が大であ る。

2） 最も使いや すい ポケット は、ポケットロ の位置が 前正中線と右脇線との中間の線

上で、中指先端 の軌跡の範囲の上限 の位置である。　またポケットロ の傾斜は、W. L.

に 対して15 度であ る。
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